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楫
取
素
彦
・
寿
夫
妻
と
長
門

今
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
花
燃
ゆ
」
に
登
場

　
今
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
花
燃
ゆ
」
は
、
吉
田
松
陰
の
妹
「
文ふ

み
」
が
主
人
公
で
す
。
文
の
姉
「
寿ひ

さ
」
と

そ
の
夫
で
、
後
に
文
と
再
婚
す
る
楫か
と
り
も
と
ひ
こ

取
素
彦
が
一
時
期
三
隅
二
条
窪
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
ド
ラ
マ
に
も
登
場

す
る
楫
取
素
彦
と
そ
の
妻
寿
は
、
ど
の
よ
う
な
人
物
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

楫
取
素
彦

　

文
政
12
年
（
１
８
２
９
年
）
藩
医
松
島
家

の
次
男
と
し
て
萩
城
下
で
生
ま
れ
、
小
田
村

家
の
養
子
と
な
り
「
小
田
村
伊
之
助
」
と
名

乗
り
ま
し
た
。
村
田
清
風
に
見
込
ま
れ
、
明

倫
館
の
講
師
と
な
っ
た
後
、
江
戸
で
吉
田
松

陰
と
出
会
い
意
気
投
合
し
ま
し
た
。

　

嘉
永
６
年
（
１
８
５
３
年
）
に
、
松
陰
の

妹
「
寿
」
と
結
婚
。
安
政
６
年
（
１
８
５
９

年
）
に
安
政
の
大
獄
で
吉
田
松
陰
が
処
刑
さ

れ
る
と
松
下
村
塾
を
託
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
そ
の
年
、
藩
主
毛
利
敬
親
に
仕
え
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

慶
応
元
年
（
１
８
６
５
年
）、
木
戸
孝
允

に
坂
本
龍
馬
と
会
う
よ
う
手
紙
を
書
き
、
薩

長
同
盟
の
実
現
に
貢
献
。
こ
の
頃
、
藩
の
命

令
で
「
楫
取
素
彦
」
と
改
名
し
ま
し
た
。

　

明
治
維
新
後
、
三
隅
二
条
窪
に
桜お

う
ふ
う
さ
ん
そ
う

楓
山
荘

を
構
え
、
明
治
４
年
（
１
８
７
１
年
）
ご
ろ

そ
こ
で
隠
棲
し
ま
し
た
。
約
１
年
後
、
足
柄

県
（
現
神
奈
川
県
の
西
部
）
に
赴
任
し
、
明

治
９
年
（
１
８
７
６
年
）
に
は
、
初
代
群
馬

県
令
（
県
知
事
）
に
就
任
、
殖
産
興
業
や
教

育
に
熱
心
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

明
治
14
年
（
１
８
８
１
年
）
に
妻
寿
が
亡

く
な
る
と
、
２
年
後
に
そ
の
妹
で
、
禁
門
の

変
で
戦
死
し
た
久
坂
玄
瑞
の
妻
、文
と
再
婚
。

大
正
元
年
（
１
９
１
２
年
）
に
防
府
三
田
尻

で
死
去
。
享
年
84
歳
で
し
た
。

楫
取
　
寿

　

寿
は
吉
田
松
陰
の
実
の
妹
で
、
杉
家
の
次

女
と
し
て
天
保
10
年
（
１
８
３
９
年
）
に
生

ま
れ
ま
し
た
。聡
明
で
豊
か
な
教
養
も
あ
り
、

熱
心
な
浄
土
真
宗
の
信
者
で
し
た
。
15
歳
で

楫
取
素
彦
と
結
婚
。
二
条
窪
で
の
隠
棲
の

後
、
再
び
群
馬
県
令
と
し
て
政
治
の
表
舞
台

に
戻
っ
た
素
彦
に
寄
り
添
い
、
群
馬
の
荒
々

し
い
県
民
性
を
改
め
よ
う
と
浄
土
真
宗
の
布

教
に
努
め
ま
し
た
。
明
治
14
年
（
１
８
８
１

年
）、
43
歳
で
死
去
。

今
も
残
る
楫
取
夫
妻
の
足
跡

　

２
人
が
二
条
窪
で
隠
棲
し
て
い
た
理
由
は

よ
く
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
こ
で
の
生

活
は
夫
婦
水
入
ら
ず
の
ゆ
っ
く
り
と
し
た
時

間
を
過
ご
し
た
よ
う
で
す
。

　

二
条
窪
で
楫
取
は
自
ら
く・

・わ
を
と
り
、
村

人
と
汗
を
流
し
ま
し
た
。
勤
労
意
欲
も
旺
盛

で
、
そ
の
お
か
げ
で
美
田
が
広
が
っ
て
い
き

ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
明
治
４
年
に
山
林
大
火
災
が

発
生
。
楫
取
は
自
暴
自
棄
に
な
り
か
ね
な
い

村
人
た
ち
と
、
山
林
の
復
活
を
目
指
し
造
林

作
業
に
精
を
出
し
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ
も

あ
り
、
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
の
山
林
は
総
面
積
13.4 

ヘ
ク
タ
ー
ル
に
の
ぼ
り
、今
で
も
「
楫
取
山
」

と
し
て
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

▲楫取素彦（小田村伊之助）▲寿が村人に託した掛け軸

　

寿
は
、
女
性
に
裁
縫
を
、
子
ど
も
に
は
読

み
書
き
を
教
え
、教
育
に
力
を
入
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
桜
楓
山
荘
近
く
に
お
堂
を
建
て
、

月
２
回
、
定
期
的
に
村
人
を
集
め
浄
土
真
宗

の
僧
を
招
い
て
法
座
を
始
め
ま
し
た
。ま
た
、

法
座
の
後
の
座
談
で
は
、
仏
法
の
こ
と
だ
け

で
な
く
当
時
の
混
迷
し
て
い
た
状
況
か
ら
、

日
常
の
地
域
社
会
の
中
で
の
問
題
が
話
し
合

わ
れ
楫
取
夫
妻
か
ら
教
え
を
受
け
る
こ
と
も

あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ひ
ざ
を
交
え

て
悩
み
を
聞
い
た
り
し
て
い
る
う
ち
に
、
激

動
の
時
代
に
あ
っ
た
二
条
窪
の
村
の
空
気
を

変
え
、
村
人
た
ち
の
心
も
和
ら
い
だ
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

寿
が
開
い
た
お
堂
は
現
在
、
移
転
し
新
築

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
行
わ
れ
る
法
座
で

は
、
寿
が
二
条
窪
を
離
れ
る
際
に
村
人
に
託

さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
掛
け
軸
が
飾
ら
れ

ま
す
。
こ
の
掛
け
軸
は
二
条
窪
の
宝
物
と

な
っ
て
お
り
、
住
民
が
持
ち
回
り
で
保
管
し

て
い
ま
す
。

　

野
波
瀬
の
極
楽
寺
に
は
、
寿
の
書
い
た
書

も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
書
は
、
寿
が
二

▲素彦が植林した山は楫取山と呼ばれている

楫
取
素
彦
と

村
田
清
風
、
周
布
政
之
助

　

三
隅
沢
江
で
生
ま
れ
た
村
田
清
風

（
１
７
８
３
〜
１
８
５
５
年
）
は
、
長
州
藩

主
毛
利
敬
親
に
抜
擢
さ
れ
て
、
藩
の
財
政
の

改
革
に
努
め
、
兵
制
・
学
制
を
充
実
さ
せ
ま

し
た
。
清
風
の
改
革
に
よ
っ
て
、
長
州
藩
の

財
政
は
立
ち
直
り
、
明
治
維
新
の
礎
が
築
か

れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

楫
取
素
彦
は
、
そ
の
村
田
清
風
に
見
込
ま

れ
明
倫
館
で
講
師
を
し
ま
し
た
。
群
馬
で
素

彦
が
力
を
入
れ
た
殖
産
興
業
と
教
育
は
、
清

風
の
政
策
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
し
た
。

　　

周す
ふ
ま
さ
の
す
け

布
政
之
助
は
、
村
田
清
風
の
流
れ
を
汲

む
政
治
家
で
、
藩
政
改
革
の
中
心
と
な
る
政

治
結
社
嚶
鳴
社
を
結
成
し
、
そ
の
中
に
楫
取

素
彦
も
名
前
を
連
ね
ま
し
た
。
周
布
は
藩
内

の
権
力
争
い
に
た
び
た
び
巻
き
込
ま
れ
、
最

後
は
禁
門
の
変
（
１
８
６
４
年
）
の
責
任
か

ら
、
42
歳
で
自
刃
し
ま
し
た
。

▲村田清風

▲周布政之助

　　　

三
隅
で
過
ご
し
た
楫
取
素
彦
・
寿
夫
妻
に

つ
い
て
、
次
の
日
程
で
企
画
展
「
楫
取
素
彦

と
妻
・
寿
」
展
を
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
そ
の
中
で
、
村
田
清
風
や
周
布
政
之

助
に
つ
い
て
も
紹
介
し
ま
す
。

■
会
期　

平
成
27
年
１
／
30 

（金）

　
　
　

〜
平
成
28
年
１
／
11 

（月）

■
会
場　

村
田
清
風
記
念
館

■
内
容　

楫
取
素
彦
・
寿
夫
妻
が
過
ご
し
た

　

三
隅
二
条
窪
で
の
隠
棲
生
活
を
中
心
に
、

　

成
長
〜
動
乱
〜
隠
棲
〜
飛
躍
〜
晩
年
と
、

　

夫
婦
の
あ
ゆ
み
を
追
う
企
画
展

■
主
催　
「
楫
取
素
彦
・
寿
」
展
実
行
委
員
会 ▲楫取　寿

企
画
展
を
開
催
し
ま
す

▲村田清風記念館

JR長門三隅駅

二条窪
桜楓山荘跡

村田清風墓所

二条窪集落センター

野波瀬方面

国道 191 号

長門方面

沢江

萩方面

三隅郵便局

三隅支所

小島方面

村田清風記念館

三隅総合運動公園

二条窪交差点
周布政之助旧宅跡

周布政之助墓所

豊原トンネル

パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
ま
す

　
「
楫
取
素
彦
と
妻
・
寿
」
展
実
行
委
員
会

で
は
、
上
記
企
画
展
と
は
別
に
、「『
楫
取
素

彦
と
妻
・
寿
』
パ
ネ
ル
展
」
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
置
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

会
期　

１
／
５
（月）
〜
１
／
19 

（月）

●
ラ
ポ
ー
ル
ゆ
や

会
期　

１
／
20 

（火）
〜
２
／
２
（月）

■
問
い
合
わ
せ　
「
楫
取
素
彦
・
寿
」
展
実

　

行
委
員
会
事
務
局
（
三
隅
支
所
内
）

　

℡
43
‐
０
２
２
１

※
こ
の
記
事
は
、「
三
隅
の
歴
史
と
民
俗

　
（
三
隅
町
刊
）」
な
ど
を
参
考
に
作
成
し

　

ま
し
た

巡ってみませんか
三隅地区にある
ゆかりの場所

条
窪
在
住
中
、
親
交
の
あ
っ
た
同
寺
の
17

世
・
蒙
照
住
職
に
宛
て
た
も
の
で
、
信
仰
の

篤
か
っ
た
寿
が
好
ん
だ
４
首
の
和
歌
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
。


